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QA11 基本調査の結果、事故直後の外部被ばく線量はどの程度だったのですか

 平成 26 年 12 月 31 日までに推計が終了した約 45 万人の推計結果では、99.8％は 5 ミリ

シーベルト未満であり、最大で 25.1 ミリシーベルト、と健康に影響を及ぼすレベルではあ

りませんでした。

 福島県では、「県民健康調査」の基本調査として、平成 23 年 3 月 11 日から 7 月 11 日ま

で 「いつ」「どこに」「どのくらい居たか」「どのように移動したか」などの行動記録から、

事故後、空間線量が最も高かった時期における外部被ばく線量の推計を行っています。

 県民健康調査検討委員会では、以下の結果について、健康影響を及ぼすレベルではない

と判断しています。

出典：復興庁「避難住民説明会等でよく出る放射線リスクに関する質問・回答集」より作

成、第 18 回福島県「県民健康調査」検討委員会資料 （福島県、平成 27 年 2 月 12 日発表）
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